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に
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を
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一
、
先
行
硏
究
と
本
論
の
目
的

『

仁
貴
征
遼
事
略
』
は
、
貧
民
の

仁
貴
が
唐
の
征
遼
に
從
軍
し
、
張
士
貴

た
ち
の
妨
害
に
耐
え
つ
つ
、
手
柄
を
立
て
て
將
軍
へ
と
登
り
詰
め
、

將

離

を
討
ち
、
遼
を
平
定
す
る
顚
末
を

い
た
小
說
で
あ
る
。

仁
貴
の
征
遼
故
事

は
、
通
俗
文
學
の
題
材
と
し
て
好
ま
れ
、
多
く
の
作
品
が
作
ら
れ
た
。
本
作
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
作
は
、
全
相
平
話
五
種
や
『
宣
和
遺
事
』
な
ど
と
竝

ぶ
、
平
話
の
一
つ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
作
の
テ
ク
ス
ト
は
、『
永
樂
大
典
』
卷
五
二
四
四
「
遼
」
字

所

の
も
の

だ
け
が
傳
わ
り
、『
永
樂
大
典
』
が
依
っ
た
原
本
は
、
未
發
見
で
あ
る
。
本
論
で

は
、『
永
樂
大
典
』
の
影
印
本
を
用
い
て
論
を
展
開
す
る（
１
）。

本
作
に
關
す
る
先
行
硏
究
を
紹
介
す
る
。
中
國
で
は
、
本
作
の
發
見
者
で
あ
る

趙

里
氏
が
、『
永
樂
大
典
目
錄
』「
話
」
字

に
宋
元
評
話
二
十
六
卷
が

錄
さ

れ
る
が
、
本
作
も
こ
れ
と
同
じ
く
評
話
で
あ
り
、
宋
元
朞
の
說
話
人
の
作
で
あ
ろ

う
と
推
定
し
た
。
譚
正
璧
氏
は
、
本
作
の
冐
頭
と
、

仁
貴
を
題
材
と
し
た
朙
成

化
說
唱
詞
話
の
一
つ
『

仁
貴
跨
海
征
遼
故
事
』
の
冐
頭
の
字
句
が
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
兩
作
の
關
係
を
指

し
た
。
程
毅
中
氏
は
、
物
語
の
大
半
が
史
書
に

記
載
の
な
い
虛
構
で
あ
る
と
指

し
た
。
さ
ら
に
、
羅
筱
玉
氏
は
、『
三
國
志
平

話
』
な
ど
の
平
話
作
品（
２
）と
比
べ
て
虛
構
の
占
め
る
比
率
が
多
く
、
英
雄
傳
奇
の
先

驅
的
作
品
で
あ
る
と
述
べ
た
。

日
本
で
は
、
橋
本
堯
氏
が
、
神
話
學
の
角
度
か
ら
本
作
が

雄
武
勳
譚
と

雄

出
世
譚
の
要
素
を
併
せ
持
つ
と
論
じ
た
。
高
橋
文
治
氏
は
、
隱
伏
な
ど
の
共
通
點

を
根
據
に
、
本
作
と
元
刊
本
「

仁
貴
」
劇
が
同
一
の
祖
型
を
持
つ
と
述
べ
た
。

大
塚
秀
高
氏
は
、
劍
神
と
い
う
視
點
か
ら
分
析
を
加
え
、
尉
遲

德
が

仁
貴
を

救
う
場
面
を
「
先
代
の
劍
神
が
次
代
の
劍
神
を
救
う
話
」
で
あ
る
と
の
見
方
を
示

し
た
。
千
田
大
介
氏
は
、

仁
貴
故
事
を
平
話
系
、
詞
話
系
、
雜
劇
系
に
分
類

し
、『

仁
貴
征
遼
事
略
』
を
平
話
系
へ
配
當
す
べ
き
と
し
、
さ
ら
に
、
地
理
的

に
南
方
系
の
要
素
を
持
つ
と
指

し
た
。
竹
內
眞
彥
氏
は
、
本
作
の

仁
貴
と

『
三
國
志
演
義
』
の
呂
布
の
武
具
が
共
通
し
、
兩
者
が
弓
の
名
手
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
祖
型
に
李
廣
の
形
象
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た（
３
）。

々
な
角
度
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
『

仁
貴
征
遼
事
略
』
の
硏
究
で
は
あ
る

が
、『
永
樂
大
典
』
が
基
づ
い
た
原
書
の
成
立
時
朞
に
關
す
る
議
論
が
と
り
わ
け

盛
ん
で
あ
る
。
趙

里
氏
は
、

城
の
故
事
を
踏
ま
え
た
場
面
に
㊟
目
し
、
こ

の
故
事
が
雜
劇
で
多
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
書
は
元
代
の
成
立
で
あ
ろ
う
と

元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

　
　

―

『

仁
貴
征
遼
事
略
』
を
中
心
に―

�

西
川

樹
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後
者
は
、
唐
代
か
ら
詩
歌
に
詠
ま
れ
、『
新
唐
書
』
に
「
將
軍
三
箭
定
天
山
、

壯
士
長
歌
入
漢
關
」
と
、
軍
中
で
歌
わ
れ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
白
居
易

が
「
答
箭
鏃
」
詩
に
「
不
然
學
仁
貴
、
三
矢
平
虜
庭
」
と
詠
み
、
さ
ら
に
、
唐
末

の
王
棨
は
、「
三
箭
定
天
山
賦
」
と
い
う
三
箭
定
天
山
そ
の
も
の
を
題
材
と
し
た

賦
ま
で
書
い
て
い
る
。
以
後
も
、
詩
歌
の
世
界
で
は
、

仁
貴
は
三
箭
定
天
山
の

雄
と
し
て
語
り
繼
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
對
し
、
高
句
麗
征
伐
の
故
事
は
、
管

見
の
及
ぶ
限
り
、
詩
歌
か
ら
檢
出
で
き
な
い
。

一
方
、
通
俗
文
學
の
世
界
で
は
、
立
志
傳
に
取
材
し
た
作
品
が
數
多
く
作
ら
れ

た
。
元
朙
朞
に
成
立
し
た
白
話
文
學
作
品
を
列
擧
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
括

弧
內
は
本
論
で
用
い
る
略
稱
）。

１
、『

仁
貴
征
遼
事
略
』　

平
話　
（『
事
略
』）

２
、「

仁
貴
衣
錦
還
鄕
」　

雜
劇　
（「

仁
貴
」
劇
）

３
、「
摩
利

飛
刀
對
箭
」　

雜
劇　
（「
飛
刀
對
箭
」
劇
）

４
、「
賢
逹
夫
龍
門
隱
秀
」　

雜
劇　
（「
龍
門
隱
秀
」
劇
）

５
、『
唐

仁
貴
跨
海
征
遼
故
事
』　

說
唱
詞
話　
（『
故
事
』）

６
、『

仁
貴
跨
海
征
東
白
袍
記
』　

南
戲　
（『
白
袍
記
』）

７
、『
唐
書
志
傳
通
俗
演
義
』　

回
小
說　
（『
志
傳
』）

８
、『
隋
唐
兩
朝
史
傳
』　

回
小
說　
（『
兩
朝
』）

こ
れ
ら
八
作
品
は
す
べ
て
、
立
志
傳
に
取
材
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
立
志
傳
に

取
材
し
た
故
事
を
作
品
の
一

に
含
む
。
三
箭
定
天
山
は
、
作
中
に
盛
り
込
ま
れ

る
場
合
も
あ
る
が
、

仁
貴
の
數
あ
る
活
躍
の
一
つ
に
止
ま
り
、
作
品
全
體
の
題

材
に
は
な
ら
な
い
。

推
定
し
た
。
胡
士
瑩
氏
は
、
本
作
と
『
武
王
伐
紂
書
』
と
の
開
頭
詩
の
一
致
を

根
據
に
、
趙
氏
の
元
代
成
立
說
を

持
し
た
。
譚
正
璧
氏
は
、
元
代
か
ら
『
永

樂
大
典
』
が
編
纂
さ
れ
た
永
樂
六
年
（
一
四
〇
八
年
）
の
閒
の
成
立
と
し
た
。
高

橋
文
治
氏
は
、「

戶
侯
」、「
諸
路
都
總
管
」、「
根
底
」、「
把
似
」
の
語
彙
を
根

據
に
、「
朙
ら
か
に
元
代
の
小
說
に
出
る
作
品
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
陳
汝
衡
氏

は
、
南
宋
成
立
說
を
唱
え
た
。
作
中
の
地
名
「
美
良
川
」
が
、
元
刊
本
「
單
鞭
奪

」
劇
と
元
刊
本
「
三
奪

」
劇
で
は
「
美
良
川
」
に
作
る
が
、
淸
代
『
說
唐

全
傳
』
で
は
「
美
良
州
」
に
作
る
。
ま
た
、
同
じ
く
地
名
の
「
楡
窠
園
」
が
、

「
三
奪

」
劇
で
は
「
楡
窠
園
」
に
作
る
が
、
淸
代
『
隋
唐
演
義
』
で
は
「
五
虎

谷
」、『
說
唐
全
傳
』
で
は
「

果
園
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
本
作
は
元
雜
劇
に
近

い
宋
元
代
に
作
ら
れ
た
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
程
毅
中
氏
は
、
胡
氏
が
指

し

た
『
武
王
伐
紂
書
』
と
の
開
頭
詩
の
一
致
を
根
據
に
、
金
代
成
立
說
を
新
た
に
提

出
し
た（
４
）。

さ
て
、
多
方
面
か
ら
硏
究
が
進
め
ら
れ
る
『

仁
貴
征
遼
事
略
』
で
は
あ
る

が
、

仁
貴
の
人
物
像
が
示
す
本
作
の
特
徵
と
、
そ
の
特
徵
が
い
か
な
る
時
代
の

文
學
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、

仁
貴
像
を
軸
に

仁
貴
故
事
の

か
れ
方
を
比
べ
、
本
作
の
特
徵
を
示
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

二
、

仁
貴
を
題
材
に
し
た
作
品

歷
史
上
の

仁
貴
の
事
績
は
、『

唐
書
』
卷
八
十
三
、『
新
唐
書
』
卷

一
百
十
一
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
內
、『
新
唐
書
』
に
は
、
二
つ
の

雄
傳
の
要
素

を
持
つ
記
事
が
あ
る
。
一
つ
は
、
高
句
麗
征
伐
で
軍
功
を
擧
げ
、
貧
賤
か
ら
將
軍

へ
と
登
り
詰
め
る
立
志
傳
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
天
山
に
て
三
矢
で
三
人
を
討

ち
取
り
、

を
降
伏
さ
せ
た
三
箭
定
天
山
の
武
勈
傳
で
あ
る
。
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あ
る
者
が
太
宗
に
奏
上
し
ま
す
「
い
ま
遼
軍
の

離

が
、
唐
の
將
に
弟

の

全
武
が
討
ち
取
ら
れ
た
と
知
り
、
自
ら
大
軍
を
率
い
て
來
て
、
す
で

に
城
下
へ
廹
っ
て
お
り
ま
す
」。

仁
貴
は
報
せ
を
聞
く
と
、
帝
に
出
陣

の
挨
拶
も
せ
ず
軍
營
を
出
て
行
き
ま
し
た
。

右
の
例
は
共
に

仁
貴
が
出
陣
す
る
場
面
で
あ
る
。
一
例
目
で
は
、

仁
貴
は

尉
遲

德
に
出
擊
を
讓
る
よ
う
訴
え
、
叶
わ
な
け
れ
ば
無
許
可
で
出
陣
し
て

將

を
捕
ら
え
、
命
令
違
反
と
相
殺
に
す
る
と
い
う
。

離

は
本
作
の

役
で
あ

り
、

仁
貴
は
「
只
擒

離

、
其
功
要
建
（
た
だ

離

を
捕
ら
え
る
と
い
う
手

柄
だ
け
は
立
て
た
い
）」
と
、

離

を
手
柄
首
と
狙
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
軍

令
違
反
を
犯
し
て
で
も
出
陣
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
例
目
で
は
、

の
急
報
が
届
く
と
、
た
だ
ち
に
飛
び
出
し
て
戰
場
へ
向
か
う
。
こ
の
他
に
も
、

離

や
遼
將
が
來

す
る
と
、

仁
貴
が
戰
場
へ
飛
び
出
し
て
行
く
場
面
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
。
二
つ
の
例
か
ら
は
、

仁
貴
の
戰
鬪
へ
の
强
い
意
欲
を
讀
み
取

れ
よ
う
。
ま
た
、
一
例
目
で
、

仁
貴
は
五
度
「
功
」
と
言
う
。
作
中
、

仁
貴

の
「
功
」
を
求
め
る
姿
が
繰
り
﨤
し

か
れ
る
が
、

仁
貴
は
そ
の
動
機
を
直

語
ら
な
い
。
し
か
し
、

仁
貴
が
盜
賊
の
吳
黑
逹
に
唐
軍
へ
の
歸
屬
を
說
く
せ
り

ふ
か
ら
そ
の
動
機
が
見
て
取
れ
る
。

仁
貴
曰
「
將
軍
相
逐
同
徃
、
稍
建
功
、
賞
汝
富
貴
、
豈
不
勝
盜
也
。」

（

）
仁
貴
は
言
い
ま
し
た
「
將
軍
（
吳
黑
逹
）、
共
に
戰
い
ま
し
ょ
う
。

い
く
ら
か
手
柄
を
立
て
、
あ
な
た
に
富
が
恩
賞
と
し
て
與
え
ら
れ
れ
ば
、

盜
賊
を
す
る
よ
り
も
よ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
」。

仁
貴
は
唐
へ
歸
屬
し
手
柄
を
立
て
れ
ば
、
富
貴
が
得
ら
れ
る
と
說
得
す
る
。

　

三
、『

仁
貴
征
遼
事
略
』
の

仁
貴
像

仁
貴
故
事
中
の

仁
貴
像
に
つ
い
て
、『
事
略
』
よ
り
檢
討
を
始
め
る
。『
事

略
』
は
、
プ
ロ
ッ
ト
の
反
復
に
よ
り
、
主
題
や
人
物
像
を
强
調
す
る
手
法
を
取

る（
５
）。
こ
の
反
復
表
現
を
用
い
て
强
調
さ
れ
た

仁
貴
像
は
、
本
論
の
目
的
で
あ
る

『
事
略
』
の
特
徵
と
大
き
く
關
わ
る
。
そ
こ
で
、
具
體
例
を
擧
げ
て
檢
討
す
る
こ

と
に
す
る
。
ま
ず
、

仁
貴
の
性
格
を
示
す
例
を
二
つ
擧
げ
る
。

離

出
馬
搦
戰
。

德
欲
出
、
一
將
高

「
總
管
且
慢
、
非
總
管
不

雄
、
奈
昔
日
建
功
多
矣
。
敢
借
這
件
功
與

仁
貴
麼
。
雖
不
得
將
令
、
待
活

捉

離

、
亦
索
將
功
折
過
。」
言
訖
、
一
騎
馬
出
、
…
…

離

曰
「
無

名
之
將
。」
仁
貴
曰
「
休
說

日
功
、
今
得
你
、
可
全
我
大
功
。」

ま
た
も
や

離

が
出
陣
し
て
戰
い
を
挑
み
ま
す
。
尉
遲

德
が
出
陣
し

よ
う
と
す
る
と
、
一
人
の
武
將
が
大
聲
で

び
ま
し
た
「
總
管
ど
の
、
し

ば
し
お
待
ち
く
だ
さ
れ
。
無
論
、
總
管
ど
の
は

雄
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
い
か
ん
せ
ん
こ
れ
ま
で
立
て
た
功
が
多
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
の

手
柄
を

仁
貴
に
お
讓
り
い
た
だ
け
ま
せ
ぬ
か
。
ご
命
令
を
得
ら
れ
な
く

と
も
、

離

を
生
け
捕
り
に
す
れ
ば
、
そ
の
功
を
も
っ
て
命
令
違
反

が
帳
消
し
に
な
り
ま
し
ょ
う
」。
言
い
終
わ
る
や
、
單
騎
で
打
っ
て
出
ま

す
。
…
…

離

が
「
無
名
の
將
め
」
と
い
う
と
、

仁
貴
は
「
過
去
の

功
績
が
何
だ
と
い
う
の
だ
。
い
ま
お
歬
を
捕
ら
え
れ
ば
、
わ
が
大
功
も
な

る
と
い
う
も
の
」
と
答
え
ま
す
。

人
奏
帝
曰
「
今
㊒
遼
兵

離

、
知
唐
將
殺
其
弟

全
武
、
親
領
大
兵
來

也
、
已
臨
城
下
。」
仁
貴
聞
報
、
不
辭
帝
而
出
帳
。
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こ
こ
か
ら
、

仁
貴
の
戰
鬪
へ
の
意
欲
と
功
を
求
め
る
姿
は
、
軍
事
的
貢
獻
の

見
﨤
り
に
恩
賞
を
受
け
て
地
位
と
富
貴
を
得
よ
う
と
い
う
、

仁
貴
の
出
世
欲
を

示
す
表
現
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
富
貴
の

得
は
、
平
話
の
聽
衆
が

む
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
が
作
品
に
反
映
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

仁
貴
が
戰
う
理
由
は
、
立
身
出
世
と
富
貴
の

得
の
み
に

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

仁
貴
が
張
士
貴
た
ち
の
謀
略
に
陷
り
、
峽
谷

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
う
え
、
火
を
か
け
ら
れ
た
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

仁
貴
仰
吿
曰
「

某
忠
心
爲
國
、
被
唐
兵
所
陷
、
願
天
降
神
靈
、
表
我
冤

枉
。」
忽
見
雲
霧
竝
生
、
大
雨
忽
作
、
移
時
復
息
、
其
火
已
滅
。

（

）
仁
貴
は
天
を
仰
い
で
訴
え
た
、「
も
し
拙
者
が
國
に
忠
義
の
心
を
持

ち
な
が
ら
、
味
方
の
唐
兵
に
お
と
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
神
靈
を
降

し
給
い
、
わ
が
冤
罪
を
朙
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
れ
」。
す
る
と
た
ち
ま
ち

雲
と
霧
が
立
ち
こ
め
、
に
わ
か
に
大
雨
が
降
り
、
し
ば
ら
く
し
て
雨
が
止

む
と
、
そ
の
火
は
す
で
に
消
え
て
い
た
。

右
の
例
は
、
天
が

仁
貴
の
忠
心
を
認
め
て
雨
を
降
ら
せ
た
と
讀
め
、

仁
貴

の
國
家
へ
の
忠
が
閒

的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
「
忠
心
」
は
、

そ
れ
ま
で
の
軍
事
的
貢
獻
を
指
す
と
も
、
個
人
的
利
益
を
捨
て
國
家
へ
貢
獻
す
る

意
味
で
の
忠
義
を
指
す
と
も
讀
め
よ
う
。
し
か
し
、
約
四

字
あ
る
『
事
略
』
の

中
で
、

仁
貴
の
形
容
に
「
忠
」
の
文
字
が
使
わ
れ
る
の
は
こ
の
一
字
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
、「
報
國
」
の
語
句
も
二
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
假

に
忠
義
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

仁
貴
の
忠
義
の
性
格
は
、
作

中
で
ほ
と
ん
ど

か
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、『
事
略
』
の

仁
貴
像
を
ま
と
め
る
と
、

仁
貴
は
、
立
身
出
世
と

ま
た
、
張
士
貴
が

仁
貴
の
手
柄
を
自
分
の
も
の
と
報
吿
す
る
と
、

今
征
遼
累
建
大
功
、
宜
加
旌
賞
、
可
掛
三
路
都

軍
印
者
。

此
度
の
征
遼
で
何
度
も
大
功
を
立
て
た
な
ら
ば
、
褒
賞
を
與
え
ね
ば
な
る

ま
い
、
三
路
都
總
軍
の
印
を
掛
け
よ
。

と
、
太
宗
は
手
柄
を
認
め
て
張
士
貴
に
役

を
與
え
て
お
り
、
功
を
立
て
た
者
が

地
位
と
富
貴
を
得
る
と
い
う

れ
が
作
品
內
に
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

仁
貴

が
李
衟
宗
に
張
士
貴
の
不
正
を
吿
發
す
る
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

絳
州
捉
了
混
天
大
王

逹
、
次
洛
陽
擺
行
陣
、
後
獻
平
遼
論
、
用
計
過
海
、

奪
東
岸
、
首
登
雲
梯
、
攻
取
榆
林
城
、
皆
小
人
之
功
也
。
奈
張
士
貴
不

其

功
、
只
作
義
軍
小
卒
、
身
無

。
託
皇
叔
特

、
倘
或
重
用
、
某
殺
身
報

國
。絳

州
に
て
混
天
大
王

逹
を
捕
ら
え
、
次
い
で
洛
陽
で
陣
立
て
を
し
、
そ

の
後
、
平
遼
論
を
獻
じ
、
計
を
用
い
て
海
を
渡
り
、
東
岸
を
奪
い
、
一
番

に
雲
梯
を
登
っ
て
楡
林
城
を

と
し
た
、
こ
れ
は
す
べ
て
私
め
の
手
柄
で

す
。
殘
念
な
こ
と
に
張
士
貴
が
そ
の
手
柄
を
推
擧
し
な
か
っ
た
の
で
、
た

だ
の
義
勈
軍
の
雜
兵
で
、
こ
の
身
に
は
小
さ
な
役

す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

皇
叔
（
李
衟
宗
）
さ
ま
が
特
別
に
推

し
て
く
だ
さ
り
、
も
し
重
用
さ
れ

れ
ば
、
私
は
こ
の
身
を
犠
牲
に
し
て
で
も
お
國
に
報
い
ま
す
。

仁
貴
は
自
分
の
手
柄
を
竝
べ
、
張
士
貴
の
た
め
に
手
柄
が
推

さ
れ
ず
低
い

地
位
に
あ
る
と
訴
え
、
推

す
る
よ
う
李
衟
宗
に
求
め
る
。
逆
に
、
本
來
で
あ
れ

ば
手
柄
を
立
て
た
れ
ば
、
推

を
經
て
、
重
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。



元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

一
一
五

〔
楔
子
〕

仁
貴
は
征
遼
軍
に
身
を
投
じ
る
。〔
第
一
折
〕
論
功
の
際
、
張
士
貴

は
、

仁
貴
の
軍
功
を
自
分
の
手
柄
と
主
張
す
る
。
腕
比
べ
で
勝
ち
、

仁
貴
は

功
が
認
め
ら
れ
て
官
位
を
得
る
。〔
第
二
折
〕

仁
貴
は
歸
鄕
す
る
も
、
私
的
歸

鄕
の
罪
に
問
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は

仁
貴
の
父
が
見
た

で
あ
っ
た
。〔
第

三
折
〕

仁
貴
は
歸
鄕
し
、
家
へ
向
か
う
衟
中
、
兩
親
の
憐
れ
な

ら
ぶ
り
を

友
よ
り
知
ら
さ
れ
る
。〔
第
四
折
〕

仁
貴
は
家
族
と
再
會
を
果
た
し
、
家
族
は

朝
廷
よ
り
官
位
を
授
け
ら
れ
る
。

「

仁
貴
」
劇
は
、
正
末
が

仁
貴
を
演
じ
ず
、

仁
貴
が
自
ら
の
心
情
を
曲

に
歌
う
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
元
刊
本
は
白
を
ほ
ぼ
缺
く
た
め
、
白
か
ら
も

仁
貴
の
出
世
欲
は
讀
み
取
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
他
の
登
場
人
物
の
白
を
手
が
か

り
に

仁
貴
の
心
情
を
推
測
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

仁
貴
の
父
で
あ
る

大
伯
は

白
で
、「
你
休
問
得
官
不
得
官
、
子
早
回
家
些
兒
者
。（
お
ま
え
（

仁
貴
）
は
、
官

を
得
よ
う
と
得
ま
い
と
構
わ
ず
に
、
た
だ
早
く
歸
っ
て
來
る
の
だ
。）」
と
言
う
。
こ
の

白
は
、
出
世
欲
の
表
れ
と
も
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
親
の
氣
持
ち
と
と
る
べ

き
で
も
あ
り
、

仁
貴
が
立
身
出
世
を
求
め
て
い
た
と
ま
で
は
言
い
き
れ
ま
い
。

元
刊
本
で
は
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
閒

的
に
出
世
欲
を
示
す
と
讀
み
と
れ
な
く

も
な
い
記
述
を
含
め
て
も
、

仁
貴
の
出
世
欲
を
示
す
箇
所
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ

り
、

仁
貴
の
出
世
欲
を
十
分
に
は
讀
み
取
れ
な
い
。

一
方
、『
元
曲
選
』
本
は
白
が
備
わ
り
、

仁
貴
は
自
身
の
心
情
を
直

語

る
。

仁
貴
が
從
軍
の
決
意
を
兩
親
に
傳
え
る
場
面
を
擧
げ
る
。

但
博
得
一
官
半

回
來
、
改
換
家
門
、
也
與
父
母
倒
𣷹
些
光
彩
。

わ
ず
か
ば
か
り
で
も
官

を
得
て
戾
り
さ
え
す
れ
ば
、
家
名
を
高
め
、
兩

親
に
も
い
く
ら
か
の
面
目
を
施
せ
る
と
い
う
も
の
。

富
貴
を
目
指
し
て
功
名
を
求
め
て
い
る
。
一
方
、

仁
貴
の
忠
義
、
報
國
の
精
神

は
作
中
ほ
と
ん
ど
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。『
事
略
』
は
、

仁
貴
が
富
貴
を
目
指

し
、
張
士
貴
の
妨
害
に
耐
え
つ
つ
戰
う
姿
を

く
。

仁
貴
の
富
貴
へ
の
欲
を
强

調
す
べ
く
、
立
身
出
世
を
追
い
求
め
る
性
格
が
付
與
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

立
身
出
世
を
求
め
る

仁
貴
像
は
、『
事
略
』
が

仁
貴
の
立
志
傳
を
下
旉
き

と
す
る
以
上
、
一
見
㊟
目
す
べ
き
特
徵
と
ま
で
い
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
節
で
元
朙
朞
の

仁
貴
故
事
と
の
比
較
を
通
じ
、『
事
略
』
の
特
徵

に
つ
い
て
朙
ら
か
に
し
た
い
。

四
、
元
明
朞
の
作
品
に
于
け
る

仁
貴
像

各

仁
貴
故
事
の

仁
貴
像
に
つ
い
て
、
特
に
『
事
略
』
で
問
題
と
な
っ
た
立

身
出
世
を
追
求
す
る
性
格
を
中
心
に
確
認
す
る
。
併
せ
て
作
品
の

か
れ
方
に
關

係
す
る

仁
貴
以
外
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
も
㊜
宜
紹
介
す
る
。

　
　

四―

一
、「

仁
貴
衣
錦
還
鄕
」
劇

張
國
賓
撰
。
元
刊
本
と
『
元
曲
選
』
本
が
傳
わ
る（
６
）。
元
刊
本
の
刊
行
時
朞
は
、

元
朝
最
末
朞
の
元

年
閒
（
一
三
三
三
年
～
一
三
三
四
年
）
以
降
の
可
能
性
が
高

い
と
い
う（
７
）。
一
方
、『
元
曲
選
』
本
は
、
朙
末
の

曆
四
十
三
年
か
ら
四
十
四
年

（
一
六
一
五
～
一
六
一
六
年
）
に
か
け
て
臧
懋
循
の
手
で
編
ま
れ
た
。
臧
懋
循
は
、

『
元
曲
選
』
を
編
纂
す
る
際
、
隨
所
に
改
編
を
加
え
た
と
い
う（
８
）。
兩
版
本
を
比
べ

る
と
、
第
一
折
と
第
四
折
で

同
が
多
い
。
中
で
も
、
元
刊
本
に
登
場
す
る
太
宗

が
、『
元
曲
選
』
本
で
は
削
除
さ
れ
る
か
、
そ
の
役
目
を
徐

功
へ
と
置
き
換
え

る
處
置
が
な
さ
れ
て
い
る（
９
）。
版
本
閒
に
大
き
な

同
が
あ
る
以
上
、

仁
貴
の
性

格
に
つ
い
て
も
個
別
に
檢
討
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

次
に
、
梗
槪
を
示
す
。
但
し
、
元
刊
本
は
白
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
缺
き
、
詳
細
な

內
容
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
元
曲
選
』
本
を
用
い
梗
槪
を
示
す
。
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〔
第
一
折
〕

仁
貴
は
征
遼
軍
の

兵
に
應
じ
る
。〔
第
二
折
〕
張
士
貴
は
、

難
癖
を
付
け
て

仁
貴
の
入
隊
を
拒
む
も
、
徐
懋
功
が
推

し
、
入
隊
が
許
さ

れ
る
。〔
楔
子
〕
高
麗
の
大
將
摩
利

（

離

の
♫
通
）
が
來

、

仁
貴
と
一

騎
打
ち
を
演
じ
、
摩
利

が
飛
刀
を
放
つ
と
、

仁
貴
は
矢
で
飛
刀
を
打
ち

と
す
。〔
第
三
折
〕
斥
候
が
高
麗
へ
摩
利

の
敗
北
を
傳
え
、
高
麗
は
唐
へ
獻
上

品
を
送
る
。〔
第
四
折
〕
張
士
貴
が

仁
貴
の
功
績
を
橫
取
り
し
よ
う
と
企
て
る

が
、
徐
懋
功
が
こ
れ
を
防
ぎ
、

仁
貴
は
軍
功
に
よ
り
大
元
帥
と
な
る
。

本
劇
は
、
劇
全
體
が

仁
貴
の
出
世
譚
を

く
。
さ
ら
に
、

仁
貴
は
出
世
願

を
繰
り
﨤
し
語
る
。
一
例
と
し
て
、
第
一
折
の
【
尾
聲
】
を
擧
げ
る（

（（
（

。

　
　

我
則
要
身
到
鳳
凰
池
、
㊒
心
待
標
寫
在
凌
𤇆
閣
。

拙
者
は
た
だ
、
こ
の
身
が
（
官
僚
と
な
り
）
鳳
凰
池
に
赴
く
こ
と
を

み
、

（
功
臣
と
し
て
顯

さ
れ
）
凌
𤇆
閣
に

か
れ
た
い
と
の
思
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
出
世
願

は
、

仁
貴
は
劇
中
隨
所
で
語
り
、「
飛
刀
對
箭
」
劇

は
、

仁
貴
の
立
身
出
世
を
全
面
に
押
し
出
し
た
作
品
と
い
え
る
。
出
世
譚
と

出
世
を
求
め
る

仁
貴
像
は
『
事
略
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
飛
刀
對
箭
」
劇
の

仁
貴
は
、『
事
略
』
に
は
見
ら
れ
な
い
、
國
威
と
皇
帝
の
長
壽
を
祈
る
曲
を
歌

う
。

願
吾
皇
懾
夷
狄
、
降
邊
國
、
千
千
年
九
五
飛
龍
齊
天
福
。
願
吾
皇
永
坐

宗

廟

、
家
邦
老
、

載
百
二
山
河
壯
帝
居
。（
第
二
折
【
尾
聲
】）

わ
が
君
が
夷
狄
を
ひ
れ
伏
さ
せ
、
隣
國
を
降
し
、
と
こ
し
え
に
九
五
の
飛

龍
（
た
る
陛
下
）
の
天
ま
で
届
く
福
を
願
う
。
わ
が
君
が
、
古
い
宗
廟
、

恆
久
た
る
國
家
に
永
く
お
わ
し
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
百
二
の
山
河
が
帝
都

右
の
例
で
は
、

仁
貴
は
官

を
得
て
、
家
名
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
た
だ
、
梗
槪
で
示
し
た
よ
う
に
、「

仁
貴
」
劇
は
、

仁
貴
が
榮
逹
し
た

後
の
お
國
歸
り
を

く
劇
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、『
元
曲
選
』
本
で
は
、
第
一
折

で
官
位
を
得
る
ま
で
は
、

仁
貴
は
、
家
名
を
高
め
る
た
め
に
立
身
出
世
を
求
め

る
が
、
榮
逹
後
は
、
立
身
出
世
に
つ
い
て
語
ら
な
く
な
る
。

ま
た
、『
元
曲
選
』
本
の

仁
貴
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
從
軍
す
る
以
歬

か
ら
報
國
の
精
神
も
口
に
す
る
。

您

兒
此
去
、
定
要
赤
心
報
國
、
展
圖
開
疆
、
博
個
封
侯
拜
將
而
回
、
…
…

せ
が
れ
め
（

仁
貴
）
は
、
こ
の
出
征
で
き
っ
と
眞
心
で
も
っ
て
お
國
に

貢
獻
し
、
版
図
を
廣
げ
、
侯
に
封
ぜ
ら
れ
將
軍
に
任
命
さ
れ
て
歸
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
…
…

仁
貴
が
報
國
の
精
神
を
持
ち
從
軍
す
る
な
ら
ば
、『
事
略
』
の
よ
う
に
立
身

出
世
の
み
を
求
め
て
戰
う
わ
け
で
は
な
く
な
る
。

以
上
、「

仁
貴
」
劇
は
、
元
刊
本
で
は
、
白
の
多
く
を
缺
く
た
め
、

仁
貴

の
心
情
を
十
分
に
は
把
握
で
き
な
い
。『
元
曲
選
』
本
で
は
、
出
世
欲
を
示
す
と

同
時
に
、
報
國
の
精
神
も
持
つ
。
そ
し
て
、「

仁
貴
」
劇
は
、
榮
逹
後
の
姿
を

く
作
品
で
あ
り
、
出
世
譚
は

寫
の
中
心
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

四―

二
、「
摩
利

飛
刀
對
箭
」
劇

無
名
氏
撰
。
脉

館
抄
內
府
本
の
み
が
傳
わ
る（

（（
（

。『
也
是
園
書
目
』「
元
無
名

氏
」
目
、『
大
和
正

譜
』、『
錄
鬼
簿
續
編
』
に

錄
さ
れ
、
元
人
の
作
と
い

う（
（（
（

。
內
府
本
は
、
朙
朝
皇
室
が

劇
す
る
際
の
上
演
用
臺
本
で
、
嚴
し
い
檢
閱
を

經
て
お
り
、
政
治
風
刺
、
體
制
批

に
當
た
る
表
現
が
削
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

と
い
う（
（（
（

。
梗
槪
を
示
す
。



元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

一
一
七

陰
待
時
守
分
。（
第
二
折
【
粉
蝶
兒
】）

わ
た
し
は
進
ん
で
紡

に
精
を
出
し
、
舅
、
姑
に
お
仕
え
し
、
田
舍
に
住

み
、
孝
行
で
從
順
、
義
父
母
へ
の
挨
拶
を
朝
夕
缺
か
さ
ず
、
本
分
を
守

り
、
時
朞
を
待
ち
つ
つ
日
々
を
過
ご
す
。

と
、
自
ら
の
賢
妻
ぶ
り
を
歌
う
も
の
が
多
い
。

以
上
、「
龍
門
隱
秀
」
劇
は
、

仁
貴
の
立
志
傳
を
、
賢
妻
と
い
う
視
點
か
ら

捉
え
直
し
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
そ
の
反
面
、

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
と
し
て
の

色
は

ま
り
、
出
世
欲
の

寫
も

仁
貴
が
白
で
「
成
功
受
賞
改
家
門
」
と
述

べ
、
柳
迎
春
が
何
度
か
出
世
を
促
す
程
度
で
あ
る
。

　
　

四―

四
、『
唐

仁
貴
跨
海
征
遼
故
事
』

無
名
氏
編
。
成
化
七
年
（
一
四
七
一
年
）
刊
。
朙
成
化
說
唱
詞
話
の
一（
（（
（

。
先
述

し
た
よ
う
に
、
字
句
の
一
致
か
ら
『
事
略
』
と
の
關
係
が
指

さ
れ
て
い
る
。
話

の
大
筋
は
、『
事
略
』
と
同
じ
く
、

仁
貴
の
從
軍
か
ら
征
遼
の
終
結
ま
で
を

く
。
し
か
し
、
秦
懷
玉
の
活
躍
が
多
い
な
ど
『
事
略
』
と

な
る
點
も
あ
る（

（（
（

。

『
故
事
』
の

仁
貴
も
富
貴
を
得
る
た
め
に
征
遼
軍
に
加
わ
り
、
結
末

分
で

大
將
軍
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の

分
を
除
け
ば
、

仁
貴
が
富
貴
を
求
め

る

寫
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、

仁
貴
、
尉
遲

德
、
秦
懷
玉
た

ち
、
武
將
の
戰
鬪

寫
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
お
り
、
作
品
全
體
を
通
じ

て
、

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
に
は
、
あ
ま
り
焦
點
が
當
て
ら
れ
て
は
い
な
い
。

ま
た
、
張
士
貴
の
妨
害
も
ほ
と
ん
ど

か
れ
な
く
な
る
。
終
盤
の
「

仁
貴
吿

狀
」
で
、

仁
貴
は
、
太
宗
に
張
士
貴
の
不
正
を
吿
發
す
る
。
し
か
し
、
吿
發

狀
の
內
容
は
、
征
遼
の
全
過
程
の
回
想
に
大
半
が
當
て
ら
れ
、
張
士
貴
の
妨
害
に

は
あ
ま
り
觸
れ
ら
れ
な
い
。
張
士
貴
の
妨
害
に
言
及
す
る
箇
所
で
は
、
跨
海
計
で

海
を
渡
り
、
對
岸
を
守
る

を
討
っ
た
と
自
ら
の
功
績
に
觸
れ
た
後
、「
張
士
貴

を
盛
ん
に
す
る
こ
と
を
願
う
。

內
府
本
は
、
朙
皇
室
の

劇
用
に
檢
閱
を
經
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
曲
は
、
皇
族
へ
の
配
慮
の
た
め
、
朙
代
に
改
編
を
經
て
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能

性
が
高
か
ろ
う
。

以
上
、
內
府
本
「
飛
刀
對
箭
」
劇
は
『
事
略
』
と
同
じ
く

仁
貴
の
立
身
出
世

を

く
。
ま
た
、

仁
貴
は
國
威
と
皇
帝
の
長
壽
を
祈
る
と
い
う
『
事
略
』
に
は

見
ら
れ
な
い
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

　
　

四―

三
、「
賢
逹
夫
龍
門
隱
秀
」
劇

無
名
氏
撰
。
脉

館
內
府
抄
本
の
み
が
傳
わ
る（
（（
（

。
柳
迎
春
を
正
旦
と
し
た
旦

本
。『
也
是
園
書
目
』「
古
今
無
名
氏
」
目
に

錄
さ
れ
、『
古
典
戲
曲
存
目
彙

考
』
は
「
元
朙
閒
無
名
氏
」
に
分
類
す
る
。
內
府
本
で
あ
る
以
上
、
檢
閱
と
改
編

を
經
た
テ
ク
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
楔
子
〕
柳
員
外
の
娘
で
あ
る
柳
迎
春
は
、
作
男
の

仁
貴
が

着
で
寢
て
い

る
の
を
見
て
、
自
分
の
上
着
を
掛
け
て
や
る
。〔
第
一
折
〕
柳
員
外
は
、
醜
聞
を

恐
れ
、
娘
を

仁
貴
に
嫁
が
せ
た
う
え
で
、
二
人
を
屋
旉
か
ら
追
い
出
す
。〔
第

二
折
〕
柳
迎
春
は
、
賢
妻
と
な
っ
て

仁
貴
を
助
け
、

仁
貴
が
高
麗
征
伐
に
從

軍
す
る
と
、
家
を
守
り
、

仁
貴
の
兩
親
に
仕
え
る
。〔
第
三
折
〕
柳
迎
春
は
、

舅
た
ち
の
⻝
事
の
た
め
に
實
家
か
ら
米
を
借
る
も
、
兄
夫
婦
に
盜
ん
だ
と
疑
わ
れ

て
責
め
ら
れ
る
。〔
第
四
折
〕

仁
貴
が
官
位
を
得
て
歸
鄕
し
、
家
族
と
再
會
す

る
。
そ
こ
へ
敕
使
が
現
れ
、
柳
迎
春
を
賢
夫
人
と
し
て
表

す
る
。

「
龍
門
隱
秀
」
劇
は
、

仁
貴
の
征
遼
中
に
家
を
守
る
柳
迎
春
の
姿
に
多
く
の

紙
幅
が
割
か
れ
る
。
曲
も
正
旦
扮
す
る
柳
迎
春
が
、

　

我
甘
心
兒

紡
殷
勤
。
待
翁
姑
、
居
鄉
里
、
孝
行
和
順
。
定
省
晨
昏
。
過
光



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
一
八

く
懷
く
と
嘆
か
せ
る
。
時
運
は
拙
く
、
運
は
開
け
ぬ
。（
共
に
う
た
う
）
蛟

龍
は
、
し
ば
し
そ
の
身
を
潛
ま
せ
て
、
し
ば
ら
く
姿
を
隱
し
は
す
る
が
、

い
つ
の
日
か
必
ず
わ
が
名
聲
を
鳴
り
响
か
せ
よ
う
。（
旦
う
た
う
）
旦
那
さ

ま
、
あ
な
た
は
胸
に

卷
の
書
物
を

め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
そ

ん
な
に
憂
慮
さ
れ
る
の
で
す
か
。
試
驗
の
そ
の
日
が
來
た
な
ら
ば
、
そ
の

時
は
金

に
名
を
連
ね
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
他
に
も
、
二
人
は
繰
り
﨤
し
榮
逹
の
願

を
語
り
、『
白
袍
記
』
は
、

仁
貴
が
立
身
出
世
に
積
極
性
を
示
す
作
品
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、『
白
袍
記
』

の

仁
貴
は
、
功
名
一
邊
倒
で
は
な
い
。「
赤
心
報
國
顯
才
能
。（
赤
心
を
も
っ
て

國
に
報
い
、
才
を
示
さ
ん
。）」、「
急
忙
趕
上
救
唐
君
。
方
顯
忠
良
保
駕
人
。（
急
ぎ
追

い
つ
き
わ
が
君
を
救
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
陛
下
を
守
る
忠
臣
で
あ
る
と
示
せ
よ
う
。）」

と
報
國
の
精
神
に
つ
い
て
も
語
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、『
白
袍
記
』
は

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
で
あ
る
。
た
だ
し
、

仁
貴
は
、
出
世
と
報
國
と
い
う
二
つ
の
目
的
の
た
め
に
戰
っ
て
お
り
、
立
身
出
世

の
追
求
に
重
點
を
置
い
た
『
事
略
』
と
は
、
性
格
が

な
る
。

　
　

四―

六
、『
唐
書
志
傳
通
俗
演
義
』

八
卷
九
十
節（
（（
（

。
テ
ク
ス
ト
に
は
嘉
靖
三
十
二
年
（
一
五
五
三
年
）
楊
氏
淸
江
堂

刊
を
用
い
た
。
他
に
唐
氏
世
德
堂
本
、
周
氏
大
業
堂
本
、
余
氏
三
臺
館
雙
峰
堂

本
、
舒
載
陽
本
の
刊
本
が
あ
る
が
、
大
き
な

同
は
な
い
と
い
う（
（（
（

。
一
卷
の
卷
首

二
行
目
に
「
金
陵

居
士
的
本
」、
三
行
目
に
「
鰲
峯
熊

谷
編
集
」
と
あ
る
。

內
容
は
、
太
宗
李
世
民
の
擧
兵
か
ら
、
登
極
、
征
遼
の
終
結
ま
で
を

く
。

仁

貴
は
終
盤
の
第
七
十
七
節
か
ら
第
八
十
九
節
に
登
場
し
、
そ
の
從
軍
か
ら
征
遼
終

結
ま
で
が

か
れ
る
。『
志
傳
』
で
の

仁
貴
は
、
李
世
勣
、
張
亮
、
張
士
貴
た

ち
と
竝
び
征
遼
で
活
躍
し
た
一
武
將
で
あ
り
、『
事
略
』
の
よ
う
に
、
征
遼
全
體

劉
總
管
將
臣
拿
住
、

無
宣

無
敕
要
斬

臣
。（
張
士
貴
と
劉
總
管
は
私
を
捕
ら

え
、
宣
も
敕
も
な
し
に
處
刑
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。）」
と
、
張
士
貴
た
ち
が

仁
貴
暗

殺
を
企
て
た
と
吿
發
す
る
。
し
か
し
、
吿
白
狀
で
暗
殺
未
遂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

「
太
宗
過
海
」、「
太
宗
到
遼
東
海
岸
」
の
場
面
で
は
、
張
士
貴
た
ち
の
暗
殺
未
遂

は
一
切

か
れ
て
い
な
い
。
張
士
貴
の
妨
害
は
、
立
身
出
世
譚
に
起
伏
を
與
え
る

效
果
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
武
將
の
軍
事
的
活
躍
に
重
心
を
置
い
た
反

面
、
立
身
出
世
の

寫
が
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
立
身
出
世
の
妨
害
者
で
あ
る

張
士
貴
も
あ
ま
り

か
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、『
故
事
』
で
は
、

仁
貴
の
立
志
傳
を
下
旉
き
と
し
な
が
ら
も
、
實
際

に
は
、
武
將
の
軍
事
的
活
躍
に

寫
の
中
心
が
置
か
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
く
見
ら
れ

た
張
士
貴
の
妨
害
は
あ
ま
り
語
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

四―

五
、『

仁
貴
跨
海
征
東
白
袍
記
』　

無
名
氏
撰
。

曆
年
閒
（
一
五
七
三
年
～
一
六
二
〇
年
）
刊
？
。
別
題
は
『
征
遼

記
』。
題
に
「
金
陵
富
春
堂
梓
」
と
あ
る
。『
風
⺼
錦
囊
』
十
七
卷
に
『
白
袍
記
』

の
一

と
も
考
え
ら
れ
る
內
容
が

め
ら
れ
て
い
る
。
內
容
は
、『
事
略
』
と
同

じ
く
、

仁
貴
が
立
身
出
世
を
目
指
し
て
征
遼
軍
に
從
い
、
遼
を
破
り
降
伏
さ
せ

る
ま
で
を

く
。
內
容
は
、
秦
懷
玉
ら
の
活
躍
や
、
家
を
守
る
柳
氏
の

寫
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
『
事
略
』
と
の
相
違
點
も
あ
る
。

『
白
袍
記
』
の

仁
貴
も
、『
事
略
』
と
同

に
出
世
願

を
し
ば
し
ば
口
に
す

る
。
作
品
冐
頭
で

仁
貴
と
柳
氏
が
語
り
合
う
場
面
を
例
に
擧
げ
る（
（（
（

。

功
名
未
遇
時
。
交
人
自
嘆
、
枉
自
㊒
凌
雲
志
。
時
運
乖
蹇
難
逢
也
。（
合
唱
）

蛟
龍
暫
避
、

時
隱

。
管
交
一
日
身
顯
姓
名
。（
旦
唱
）
官
人
你
胸
中

卷
書
。
何
必
恁
憂
慮
。
一
朝
開
選
場
、
那
時
金

題
名
也
。

功
名
は
ま
だ
そ
の
時
を
得
て
お
ら
ず
、
天
を
突
く
ば
か
り
の
志
を
、
空
し



元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

一
一
九

と
、

仁
貴
を
推

し
、

仁
貴
は
軍
の
役

を
得
て
い
る
。
張
士
貴
の
諫
言

は
、
單
に
太
宗
へ
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
妨
害
と
は
讀
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

仁
貴
が
序
列
に
從
い
𣝣
位
を
受
け
、
破
格
の
出
世
を
遂
げ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

仁
貴
個
人
の
立
身
出
世
は
大
き
く

か
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

仁
貴
は
次
に
示
す
よ
う
に
、
報
國
の
精
神
に
つ
い
て
も
言
及
す
る

が
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

此
乃
是
陛
下
威

所
及
、
臣
㊒
何
能
。
然
、
寸
心
報
主
、
未
嘗
一
日
㊒
忘
。

こ
の
こ
と
（

仁
貴
の
戰
功
）
は
陛
下
の
威
德
が
及
ぶ
お
か
げ
で
あ
り
、

私
の
力
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
陛
下
に
報
い
ん
と
す
る

志
は
、
一
日
た
り
と
て
忘
れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
と
報
國
の
精
神
が
控⃝
え
め
に

か
れ
た
結
果
、『
志

傳
』
で
は
、

仁
貴
の
性
格
的
特
徵
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
妨
害
者
の
性
格
を
失
っ
た
張
士
貴
も
同
じ
で
あ
る
。

以
上
、『
志
傳
』
は
、

仁
貴
の
出
世
譚
の
要
素
が

め
ら
れ
、
登
場
人
物
が

沒
個
性
化
し
た
作
品
と
い
え
る
。『
志
傳
』
は
書
名
に
「
新
刊
參
采
史
鑑
」
と
冠

し
、
歷
史
書
と
し
て
の
意

を
持
ち
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
武
將

の
性
格
が
表
面
化
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

四―

七
、『
隋
唐
兩
朝

傳
』

十
二
卷
百
二
十
二
回（
（（
（

。
卷
末
に
「

曆
己
未
（
一
六
一
九
年
）
歲
季
秋
既

金

閶
書
林

昭
山
繡
梓
」
の
木
記
あ
り
。
卷
頭
に
楊
愼
の
題
、
林
澣
の
序
を
㊒
し
、

各
卷
卷
頭
に
「
東
原
貫
中
羅
本
編
輯
」、「
西
蜀
升

楊
愼
批
評
」
と
題
す（
（（
（

。
林
序

は
、『
兩
朝
』
の
成
立
に
つ
い
て
、『
兩
朝
』
に
は
原
作
が
存
在
し
、
そ
れ
に
各
種

が

仁
貴
個
人
の

寫
に
當
て
ら
れ
て
は
い
な
い
。　

『
志
傳
』
の

仁
貴
も
榮
逹
を
求
め
て
征
遼
軍
に
身
を
投
じ
る
。
し
か
し
、『
志

傳
』
は
、

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
を
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、

仁
貴
が
手
柄
を
擧
げ
な
が
ら
、
表

す
る
場
面
が

か
れ
な
い
こ
と
が

二
回
あ
る
。
さ
ら
に
、
唐
軍
が
決
定
的
勝
利
を
得
て
、
最
後
の
論
功
行
賞
が
行
わ

れ
る
場
面
で
、
張
士
貴
が
、
次
の
よ
う
に
太
宗
へ
諫
言
す
る
。

朝
廷
𣝣
祿
非
可
濫
及
、
仁
貴
功
雖
㊒
、
只
依
上
下
封
之
、
則
他
人
亦
無
過

也
。朝

廷
の
𣝣
位
は
無

に
與
え
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

仁
貴
は
功
あ
り
と
言

え
ど
、
序
列
に
隨
い
封
じ
て
く
だ
さ
れ
。
ほ
か
の
者
も
過
分
な

み
は
致

し
ま
す
ま
い
。

　

太
宗
も
こ
れ
に
從
い
、

仁
貴
は
破
格
の
出
世
を
し
な
い
。
張
士
貴
は
、
從
來

の
作
品
で
は
、

仁
貴
の
出
世
を
妨
害
す
る
役
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
諫
言
も
妨
害
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、『
志
傳
』
の
張
士
貴

は
他
の
場
面
で

仁
貴
に
一
切
妨
害
を
加
え
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

張
士
貴
奏
曰
「
鐵
勒
九
姓

惟

家
善
射
、
陛
下
委
仁
貴
進
、
必
能
成

功
」。
太
宗
允
奏
、

敕
仁
貴
征
討

家
兵
馬
總
管
。

張
士
貴
は
上
奏
し
て
申
し
上
げ
ま
す
「
鐵
勒
九
姓

は
、

家

の
み
が

弓
に
長
け
て
お
り
ま
す
。
陛
下
は
、（
）
仁
貴
に
當
た
る
よ
う
お
命
じ

く
だ
さ
れ
。
さ
す
れ
ば
、
必
ず
や
成
功
を

め
ま
し
ょ
う
」。
太
宗
は
上

奏
を
認
め
、
直
ち
に

仁
貴
を
征
討

家
兵
馬
總
管
に
任
命
す
る
敕
を
下

し
ま
し
た
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
二
〇

の
立
身
出
世
譚
に
對
し
て
十
分
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
、『
事
略
』
を
除
く
元
朙
朞
の

仁
貴
故
事
に
つ
い
て
、
人
物
像
と

作
品
內
容
を
絡
め
つ
つ
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
飛
刀
對
箭
」
劇
、『
白
袍
記
』

は

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
を

き
、

仁
貴
の
立
身
願

を
確
認
で
き
た
。
一
方

で
、「
飛
刀
對
箭
」
劇
は
、
皇
帝
の
長
壽
を
祈
り
、『
白
袍
記
』
は
、

仁
貴
が
報

國
の
精
神
に
何
度
も
言
及
す
る
と
い
う
『
事
略
』
に
は
見
ら
れ
な
い
性
格
が
新
た

に
付
與
さ
れ
て
い
た
。

「

仁
貴
」
劇
、「
龍
門
隱
秀
」
劇
、『
故
事
』
は
、

仁
貴
の
立
志
傳
を
下
旉

き
に
し
て
お
り
出
世
譚
の
要
素
も
持
つ
が
、
立
身
出
世
以
外
に

寫
の
中
心
が
置

か
れ
て
お
り
、
出
世
譚
の
色
合
い
が

い
。『
志
傳
』、『
兩
朝
』
も
作
品
の
一

に
立
志
傳
を
盛
り
込
ん
で
は
い
る
が
、
歷
史
書
と
し
て
の
意

が
働
き
、
登
場
人

物
の
性
格

寫
が
他
の

仁
貴
故
事
と
比
べ
て
少
な
い
。
內
容
も
征
遼
中
の
諸
將

の
軍
事
的
活
動
が
中
心
で
、

仁
貴
個
人
の
活
躍
や
立
身
出
世
に
關
す
る
記
述
は

少
な
い
。
こ
れ
ら
五
作
品
は
、
題
材
で
あ
る

仁
貴
の
立
志
傳
を
新
た
な
角
度
か

ら

い
た
が
、
そ
の
反
面
、
本
來
持
つ
出
世
譚
の
要
素
が

ま
り
、
そ
れ
に
伴

い
、
富
貴
を
求
め
る

仁
貴
の
性
格
も

ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、『
事
略
』
を
含
め
た

仁
貴
故
事
の
變
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。『
事

略
』
は
、

仁
貴
故
事
の
中
で
、

仁
貴
が
立
身
出
世
の
た
め
に
功
名
を
求
め
る

寫
が
多
く
、
立
身
出
世
の
過
程
を

く
こ
と
に
特
化
し
た
作
品
と
い
え
る
。

「
飛
刀
對
箭
」
劇
、『
白
袍
記
』
は
、

仁
貴
の
立
身
出
世
を
大
き
く
取
り
上
げ
る

が
、
他
の
作
品
で
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
多

化
が
進
み
立
身
出
世
の
要
素

は
少
な
く
な
る
。
た
だ
、『
白
袍
記
』
で
も
立
身
出
世
を
大
き
く
取
り
上
げ
る
以

上
、
元
代
で
は
立
身
出
世
を

き
、
朙
代
の
作
品
は
そ
う
で
は
な
い
と
す
る
よ
う

な
、
王
朝
に
よ
る
線
引
き
は
㊜
當
で
は
あ
る
ま
い
。
元
代
の
作
品
、
そ
し
て
、
元

書
物
を
加
え
て
新
た
に
編
纂
し
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、『
續
修
四
庫
全
書
總
目

提
要
』
は
、
九
回
か
ら
九
十
一
回
ま
で
が
原
作
に
基
づ
き
、
一
回
か
ら
九
回
、

九
十
二
回
か
ら
百
二
十
二
回
は
、
後
に
補
っ
た

分
で
あ
る
と
い
う（
（（
（

。

內
容
は
、
隋
の
煬
帝
の

位
か
ら
唐
末
の
王
仙

の
亂
ま
で
を
扱
う
。

仁
貴

は
、
第
八
十
三
回
か
ら
第
九
十
回
の
征
遼
及
び
、
第
九
十
三
回
の
天
山
の
戰
役
で

登
場
し
、
こ
れ
ら
戰
役
で
活
躍
し
た
武
將
の
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

仁

貴
個
人
の
活
躍
を

く
作
品
で
は
な
い
。

『
兩
朝
』
の

仁
貴
も
富
貴
を
求
め
征
遼
軍
に
加
わ
る
が
、
功
名
、
榮
逹
に
對

す
る
積
極
性
な

寫
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
張
士
貴
の
橫
取
り
に
氣
付
き
、

攻
城
破

、
累
建
奇
功
、

不
得
重
賞
。
凢
百
皆
被
總
管
冐
請
去
了
。

城
を
攻
め
て

を
破
り
、
何
度
も
拔
群
の
手
柄
を
立
て
た
が
、
そ
れ
で
も

格
別
の
恩
賞
に
預
か
れ
ず
、す
べ
て
總
管
（
張
士
貴
）
に
橫
取
り
さ
れ
た
。

と
嘆
く
場
面
な
ど
、
數
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
張
士
貴
の
妨
害
を
受
け

た
朞
閒
も
短
い
。
第
八
十
四
回
後
半
で
張
士
貴
の
旗
下
と
な
り
、
第
八
十
六
回
に

は
、
張
士
貴
は
橫
領
が
露
見
し
て
誅
殺
さ
れ
、

仁
貴
は
早
く
も
遊
擊
大
將
軍
に

任
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
で

仁
貴
の
目
標
は
叶
え
ら
れ
た
の
か
、
以
降
、

仁
貴
は

出
世
を
求
め
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
第
九
十
回
の
征
遼
が
終
結
し
た
際
の
論
功
は

「
㊒
功
者
各
各
加
封
」
と
簡
單
に
記
さ
れ
る
の
み
で
、

仁
貴
の
功
績
と
出
世
に

あ
ま
り
焦
點
が
當
て
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

『
兩
朝
』
は
、
三
百
年
と
い
う
長
い
歷
史
を
扱
う
作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
政

治
的
事
件
や
戰
争
を
中
心
に
作
品
が
構
成
さ
れ
、
個
人
の
活
躍
や
細
か
い
心
情

寫
は
あ
ま
り

か
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
兩
朝
』
も
歷
史
書
と
し
て
の
意

を
も
っ
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、

仁
貴
個
人



元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

一
二
一

示
す
。〔
第
四
折
〕
呂
馬
通
が
項
羽
の
最
朞
を
語
る
。

第
一
折
か
ら
第
三
折
が
、
貧
賤
か
ら
元
帥
へ
と
登
り
詰
め
る
韓
信
の
出
世
譚
で

あ
る
。
劇
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
韓
信
の
ま
た
く
ぐ
り
、
洗
濯
女
の
施
し
、
劉
邦

を
見
限
り
逃
亡
す
る
が

何
の
說
得
を
受
け
思
い
と
ど
ま
る
、
な
ど
の
韓
信
の
立

身
出
世
に
關
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
史
記
』「
淮
陰
侯
列
傳
」
に
も
見
え
る
。「
追

韓
信
」
劇
は
、
こ
れ
ら
先
行
す
る
㊮
料
を
も
と
に
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

　
　

五―

二
、「
王
粲
登
樓
」
劇

鄭
光
祖
撰
。
脉

館

『
古
名
家
雜
劇
』
本
、『
元
曲
選
』
本
、「
酹
江
集
」
本

が
現
存
す
る
。
さ
ら
に
、
脉

館

『
古
名
家
雜
劇
』
本
に
は
、
元
刊
雜
劇
を
抄

寫
し
た
と
考
え
ら
れ
る
何
煌
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
何
煌
校
「
王

粲
登
樓
」
劇
を
用
い
た（

（（
（

。
以
下
に
、
梗
槪
を
示
す
。

〔
楔
子
〕
王
粲
は

邕
に
仕
官
の
世
話
を
依
頼
す
る
。〔
第
一
折
〕

邕
は
王
粲

の
傲
慢
な
性
格
を
改
め
さ
せ
る
た
め
故
意
に
冷
遇
す
る
。
王
粲
は

邕
を
見
限
り

劉
表
を
訪
ね
る
。〔
第
二
折
〕
劉
表
は
、
王
粲
の
傲
慢
な
態
度
を
不
快
に
思
い
追

放
す
る
。〔
第
三
折
〕
劉
表
が
沒
し
て
出
世
の
絲
口
が
斷
た
れ
、
王
粲
は
絕

す

る
。
そ
こ
へ
、
朝
廷
よ
り
、
王
粲
の

言
書
が
認
め
ら
れ
て
大
元
帥
に
任
命
さ
れ

た
と
の
知
ら
せ
が
届
く
。〔
第
四
折
〕
王
粲
は
、

邕
に
冷
遇
を
受
け
た
報
復
を

す
る
。
冷
遇
は
故
意
で
あ
っ
た
と
朙
か
さ
れ
、
王
粲
は

邕
と
和
解
す
る
。

「
王
粲
登
樓
」
劇
は
、
無
位
無
官
の
王
粲
が
元
帥
に
な
る
出
世
譚
で
あ
る
。
劇

は
多
く
史
書
に
依
據
し
て
お
ら
ず
、「
登
樓
賦
」
を
詠
ん
だ
と
い
う
王
粲
の
事
績

を
旉
衍
し
、
虛
構
を
混
ぜ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

五―

三
、「
地

王
證
東
窗
事
犯
」
劇

孔
文
擧
撰
。
テ
ク
ス
ト
は
、
元
刊
本
の
み
が
傳
わ
る
。
梗
槪
を
以
下
に
示
す
。

〔
楔
子
〕
金
と
對
峙
す
る
岳
飛
は
敕
命
に
よ
り
歸
還
す
る
。〔
第
一
折
〕
秦
檜
の

謀
略
に
よ
り
、
岳
飛
は
無
實
の
罪
で
處
刑
さ
れ
る
。〔
第
二
折
〕
地

神
が
呆
行

代
に
近
い
作
品
で
立
身
出
世
に
重
點
が
置
か
れ
、
元
代
か
ら
時
代
が
下
る
に
つ
れ

次
第
に
出
世
譚
の
要
素
が

く
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

飜
っ
て
見
れ
ば
、『
事
略
』
を
含
む
各

仁
貴
故
事
は
、
共
に

仁
貴
の
立
志

傳
と
い
う
同
じ
題
材
を
持
つ
か
、
も
し
く
は
、
作
品
の
一

に
取
り
込
み
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が

な
る

き
方
を
し
て
い
る
點
が
㊟
目
さ
れ
よ
う
。
平
話
は
朙

淸
代
に
隆
盛
す
る
歷
史
演
義
の
歬
段
階
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、『
事
略
』
は
單
な

る
後
世
作
品
の
原
型
で
は
な
く
、
獨
自
の
特
徵
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
元
代
の
立
身
出
世
を
扱
う
作
品
群

さ
て
、

仁
貴
故
事
で
は
、
元
代
を
中
心
に
立
身
出
世
を

く
作
品
が
存
在
し

た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
立
身
出
世
譚
が
元
代
の
特
徵
で
あ
り
、
立
身
出
世
を
求

め
る
『
事
略
』
の

仁
貴
像
が
、
元
代
の
特
徵
を
反
映
し
た
と
い
う
に
は
不
十
分

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

仁
貴
故
事
以
外
の
元
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作

品
を
擧
げ
て
こ
の
問
題
を
考
え
た
い
。

元
代
に
成
立
し
、
な
お
か
つ
立
身
出
世
を
扱
う
作
品
を
探
す
と
、
元
刊
本
「

何
⺼
夜
追
韓
信
」
劇
（
以
降
、「
追
韓
信
」
劇
と
略
す
）、
何
煌
抄
「
王
粲
登
樓
」

劇
、
元
刊
本
「
地

王
證
東
窗
事
犯
」
劇
（
以
降
、「
東
窗
事
犯
」
劇
と
略
す
）、『
三

國
志
平
話
』
が
こ
の
條
件
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
立
身
出

世
の

か
れ
方
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

　
　

五―

一
、「

何
⺼
夜
追
韓
信
」
劇

金
仁
杰
撰
。
元
刊
本
の
み
が
傳
わ
る
。
以
下
に
梗
槪
を
示
す
。

〔
第
一
折
〕
韓
信
は
兵
法
に
通
じ
な
が
ら
も
、
仕
官
の
機
會
に
惠
ま
れ
ず
困
窮

し
、
洗
濯
女
に
施
し
を
受
け
、
ご
ろ
つ
き
に
股
を
く
ぐ
ら
さ
れ
る
。〔
第
二
折
〕

劉
邦
に
仕
え
た
が
重
用
さ
れ
ず
、

を
捨
て
歸
國
し
よ
う
と
す
る
と

何
が
追
い

か
け
引
き
留
め
る
。〔
第
三
折
〕
韓
信
は
漢
の
元
帥
と
な
り
、
項
羽
を
討
つ
策
を
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第
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六
集

一
二
二

右
の
よ
う
に
、
岳
飛
は
、
富
貴
と
名
譽
を
得
る
べ
き
と
訴
え
、
同
時
に
、
冤
罪

に
よ
る
死
刑
へ
の
恨
み
を
述
べ
る
。「
東
窗
事
犯
」
劇
は
、
恨
み
を
飮
ん
で
死
ん

だ

雄
の
魂
を
神
佛
が
鎭
撫
す
る

雄
鎭
魂
劇
の
性
格
を
持
つ
作
品
と
さ
れ
る（
（（
（

。

そ
れ
ゆ
え
、『
事
略
』
の

仁
貴
の
よ
う
に
、
單
純
に
出
世
を
求
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
思
い
が
遂
げ
ら
れ
な
い
恨
み
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。「
東
窗
事
犯
」
劇

は
、

雄
鎭
魂
劇
の
側
面
を
持
ち
は
す
る
も
の
の
、
岳
飛
が
立
身
出
世
と
富
貴
を

求
め
る
人
物
と
し
て

か
れ
て
い
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
か
ろ
う
。

岳
飛
故
事
も

仁
貴
故
事
と
同
じ
く
通
俗
文
學
作
品
の
題
材
と
し
て
好
ま
れ
、

數
多
く
の
作
品
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
岳
飛
故
事
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、
笠
井
直

美
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
り（
（（
（

、
本
論
で
も
笠
井
氏
の
論
を
紹
介
し
て
岳
飛
像
の
變

遷
を
追
う
こ
と
に
す
る
。

笠
井
氏
が
調
査
し
た
岳
飛
故
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
地

王
證
東
窗
事
犯
」
劇　

雜
劇　

元
末
刊
？

「
宋
大
將
岳
飛
精
忠
」
劇　

雜
劇　

嘉
靖
～

曆
（
一
五
二
二
～
一
六
二
〇
）
？

『
大
宋
中
興
通
俗
演
義
』　

小
說　

嘉
靖
三
十
一
年
（
一
五
五
二
年
）
刊

『
東
窗
記
』　

南
戲　

曆
年
閒
（
一
五
七
三
年
～
一
六
二
〇
年
）
刊
？

『
精
忠
記
』　

南
戲　

曆
年
閒
（
一
五
七
三
年
～
一
六
二
〇
年
）
刊

『
岳
武
穆
精
忠
傳
』　

小
說　

天
諬
七
年
（
一
六
二
七
年
）
刊
？

『
岳
武
穆
盡
忠
報
國
傳
』　

小
說　

崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
年
）
刊

『
精
忠
旗
』　

傳
奇　

崇
禎
年
閒
（
一
六
二
八
年
～
一
六
四
四
年
）
刊
？

『
續
精
忠
』　

傳
奇　

崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
年
）
歬
後
刊
？

『
奪
秋
魁
』　

傳
奇　

淸
初

『
牛
頭
山
』　

傳
奇　

李
玉
（
一
五
九
一
年
？
～
一
六
七
一
年
？
）
撰

者
に
化
け
、
岳
飛
謀
殺
の
祕
密
を
知
っ
て
い
る
、
と
秦
檜
に
吿
げ
る
。〔
楔
子
〕

何
宗
立
は
秦
檜
の
命
令
で
呆
行
者
の
逮
捕
に
向
か
う
。
何
宗
立
は
地

王
に
逢

い
、
秦
檜
が
冥
府
の
役
人
に
連
行
さ
れ
る
の
を
見
る
。〔
第
三
折
〕
岳
飛
は
、
皇

帝
の

枕
に
立
ち
、
己
の
冤
罪
を
訴
え
る
。〔
第
四
折
〕
二
十
年
後
、
何
宗
立
が

戾
り
、
冥
府
の
裁

で
秦
檜
が
罰
せ
ら
れ
、
岳
飛
が
昇
天
し
た
こ
と
を
新
帝
に
報

吿
す
る
。
岳
飛
が
秦
檜
へ
の
恨
み
を
述
べ
、
地

王
が
登
場
す
る
。

「
東
窗
事
犯
」
劇
の
岳
飛
像
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
第
一
折
、
秦
檜
の
謀
略
の

た
め
に
冤
罪
で
死
刑

決
を
受
け
た
岳
飛
は
次
の
よ
う
に
恨
み
を
述
べ
る
。

消
不
得
上
馬
金
下
馬
銀
、
也
合
敎
出
朝
將
入
朝
相
。
我
與
恁
奪
旗
扯
鼓

兒

郞
。
不
能
夠
列
金
釵
十
二
行
。（【
元
和
令
】）

馬
を
乘
り
降
り
す
る
ご
と
の
金
銀
の
褒
美
は
得
ら
れ
な
く
と
も
朝
廷
の
外

で
は
將
軍
、
內
で
は
宰
相
を
さ
せ
る
べ
き
。
拙
者
は
陛
下
の
た
め
に
、
兵

を
率
い
て
、
旗
を
奪
い
、
太
鼓
を
割
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
十
二
列
の
金

釵
の
美
女
を
竝
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
。

ま
た
、
第
三
折
、
岳
飛
は
皇
帝
の

枕
に
立
ち
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。

臣

寫
皇
閣
千
年
不
朽
。
標
靑
史

代
名
留
。
臣
做
了
個

飢
畫
餠
風
內

燭
。
這
冤
仇
。
這
冤
仇
怎
肯
干
休
。（【
禿
廝
兒
】）

私
の
願
い
は
、
宮
廷
に

か
れ
て
（
名
臣
と
顯

さ
れ
て
、
名
が
）
千
年
朽

ち
ず
、
歷
史
書
に
記
さ
れ
て

代
に
名
を
殘
す
こ
と
で
し
た
。
だ
が
、
画

に

い
た
餠
の
よ
う
に
役
に
立
た
ず
、
風
歬
の
灯
の
よ
う
に
立
場
が
危
う

い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
恨
み
、
こ
の
恨
み
を
晴
ら
さ
ず
に

は
お
け
ま
し
ょ
う
か
。



元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

一
二
三

殺
了

卓
、
呂
布
、

得
凌
𤇆
閣
上
標
名
、
强
如
平
原
縣
爲
宰
、
得
箇
腰
金

衣
紫
、

子
封
妻
。

卓
、
呂
布
を
殺
せ
ば
凌
𤇆
閣
に
名
が
殘
る
こ
と
に
な
る
。
平
原
縣
の
長

官
を
す
る
よ
り
も
、
大
臣
に
な
っ
て
、
妻
子
た
ち
に
も
祿
を
も
ら
う
ほ
う

が
い
い
ぜ
。

張
飛
は
、
劉
備
が
徐
州
を
得
る
ま
で
の
閒
、
何
度
か
こ
の
よ
う
に
立
身
出
世
を

め
る
。
劉
備
が
徐
州
を
得
る
ま
で
に
集
中
す
る
の
は
、
徐
州

得
後
、
劉
備

が
、
何
ら
か
の
地
位
に
あ
り
、
官
位
の

得
を

め
る
必
要
が
な
く
な
る
た
め
で

あ
ろ
う
。
こ
の
張
飛
の
せ
り
ふ
は
、『
三
國
志
演
義
』
の
同
じ
場
面
で
は
削
ら
れ

て
い
る
。
張
飛
の
功
名
へ
の
言
及
は
、
數
例
に
留
ま
る
が
、
元
代
の
三
國
故
事
で

も
立
身
出
世
の
要
素
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
證
據
で
あ
る
。

「
追
韓
信
」
劇
、「
王
粲
登
樓
」
劇
は
、
從
來
の
歷
史
故
事
を
立
身
出
世
譚
へ
と

作
り
變
え
た
例
で
あ
り
、
作
品
全
體
が
立
身
出
世
譚
と
な
っ
て
い
る
。「
東
窗
事

犯
」
劇
、『
三
國
志
平
話
』
は
、
立
身
出
世
が
主
題
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
が

名
譽
欲
、
出
世
欲
を
示
す
。
そ
し
て
、
朙
代
以
降
の
作
品
で
は
、
岳
飛
、
張
飛
の

名
譽
欲
、
出
世
欲
に
關
す
る
記
述
は
抑
制
、
削
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

以
上
、
作
品
ご
と
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
元
代
に
立
身
出
世
を
扱
う

作
品
群
が
存
在
し
て
お
り
、
元
代
の
多
く
の
歷
史
故
事
に
立
身
出
世
が
取
り
込
ま

れ
て
い
た
と
分
か
る
。
そ
の
範
圍
は
、
雜
劇
、
平
話
と
い
っ
た
文
學
の
形
態
を
超

え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
立
身
出
世
の
要
素
が
元
代
の
特
徵
で
あ
る
な
ら
ば
、
個
別

の
雜
劇
の
成
立
時
朞
を
考
察
す
る
際
の
指
標
と
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
作
品
全
體
が
立
身
出
世
譚
で
あ
る
「
追
韓
信
」
劇
、「
王
粲
登
樓
」
劇

は
、
共
に
卑
賤
の
身
か
ら
元
帥
へ
と
出
世
を
遂
げ
て
お
り
、
身
分
の
變
遷
に
共
通

『
如
是

』　

傳
奇　

康
煕
三
十
五
年
（
一
六
九
六
年
）

『
說
岳
全
傳
』　

小
說　

乾
隆
年
閒
（
一
七
三
六
年
～
一
七
九
六
）
刊

　
笠
井
氏
は
、
こ
れ
ら
作
品
の
岳
飛
像
の
變
遷
を
追
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
東
窗
事
犯
」
劇
、『
東
窗
記
』
の
岳
飛
は
功
名
、
封
侯
を

み
、『
大
宋
中
興
通

俗
演
義
』
で
は
、
岳
飛
自
身
は
富
貴
へ
の
欲

を
語
ら
な
い
が
、

下
の
激
勵
な

ど
を
目
的
に
持
ち
出
す
こ
と
が
あ
る
。『
奪
秋
魁
』
は
世
に
出
る
歬
の
岳
飛
を
扱

う
作
品
で
、
岳
飛
も
功
名
を
語
る
。
こ
れ
以
外
の
作
品
で
は
、
岳
飛
の
出
世
欲
、

名
譽
欲
を

く
書
く
。
一
方
、「
東
窗
事
犯
」、
岳
飛
沒
後
の
物
語
『
續
精
忠
』
を

除
く
作
品
で
、
岳
飛
の
忠
義
が
强
調
さ
れ
る
、
と
い
う
。
執
筆
者
は
、
笠
井
氏
所

擧
の
作
品
を
確
認
し
た
結
果
、
笠
井
氏
の
意
見
に
同
意
す
る
。

つ
ま
り
、
岳
飛
故
事
は
、
元
代
の
「
東
窗
事
犯
」
劇
で
「
出
世
欲
」、「
名
譽

欲
」
が
最
も
强
調
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
奪
秋
魁
』
を
例
外
と
す
る
も
の
の
、
朙

代
以
降
の
作
品
で
は
立
身
出
世
が
次
第
に

く

か
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
か

ら
、
岳
飛
故
事
で
も
、
元
代
に
立
身
出
世
を
求
め
る
武
將
が
存
在
し
た
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
、「
東
窗
事
犯
」
劇
は
、
文
字
と
し
て
殘
さ
れ
た

分
で
は
岳
飛
の

冤
罪
と
地

神
に
よ
る
報
復
を

く
作
品
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
岳
飛
の
出
世
故

事
は
、
文
字
と
し
て
傳
わ
ら
ぬ

分
で

か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

五―

四
、『
三
國
志
平
話
』

無
名
氏
編
。
元
の
至
治
年
閒
（
一
三
二
一
年
～
一
三
二
三
年
）
刊
。
內
容
は
、
冐

頭
に
韓
信
、
彭
越
、

布
が
曹
操
、
劉
備
、
孫

へ
と
轉
生
す
る
話
が
あ
り
、
續

い
て
黃
巾
の
亂
か
ら
三
國

一
ま
で
が

か
れ
、
最
後
に
劉
淵
が
司
馬
氏
の
天
下

を
奪
う
、
と
い
う
も
の
。

『
三
國
志
平
話
』
で
は
、
直
情
的
性
格
の
張
飛
が
立
身
出
世
に
つ
い
て
語
る
。

張
飛
が
劉
備
に
、

卓
追
討
軍
へ
參
加
す
る
よ
う
說
得
す
る
せ
り
ふ
を
擧
げ
る
。
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一
二
四

宋
元
代
の
都
市
繁
勝
錄
に
、
說
話
人
に
關
す
る
記
載
が
あ
り
、
そ
の
話

の
分

類
に
「
發
跡
變
泰
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

說
公
案
皆
是
扑
刀
、
桿
棒
、
及
發
跡
變
態
之
事
。（『
都
城
紀
勝
』）

且
小
說
名
銀
字
兒
如
𤇆
粉
、
靈
怪
、
傳
奇
、
公
案
、
朴
刀
、
桿
棒
、
發
發
踪

參
之
事（
（（
（

。（『
粱
錄
』）

澤
田
瑞
穗
氏
は
、『
都
城
紀
勝
』
の
「
發
跡
變
態
」
と
『

粱
錄
』
の
「
發
發

踪
參
」
が
「
發
跡
變
泰
」
に
當
た
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
發
跡
變
泰
」
の
字
義

を
檢
證
し
、
豐
富
な
用
例
か
ら
、「
發
跡
」
は
「
貧
賤
よ
り
身
を
起
こ
し
て
出
世

し
、
高
貴
顯
榮
の
地
位
に
昇
る
こ
と
」
と
し
、「
變
泰
」
は
、
不
遇
が
極
ま
る
と

事
亨
通
し
て
運
勢
が
開
け
、
榮
逹
に
向
か
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
主
人
公

が
「
榮
逹
す
る
運
命
を
負
う
て
い
る
」
と
い
う（
（（
（

。
さ
ら
に
、
具
體
例
と
し
て
『
古

今
小
說
』「
史
弘
肈
龍
虎
君
臣
會
」、「
臨
安
里
錢
婆
留
發
跡
」、『
醒
世
恆
言
』「
鄭

節
使
立
功
神
臂
弓
」
を
擧
げ
る
。
主
人
公
が
榮
逹
す
る
運
命
を
負
う
て
い
る
と
い

う

分
は
、
例
示
し
た
朙
代
作
品
よ
り
歸
納
し
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
發
跡
變
泰

は
、
貧
賤
よ
り
高
貴
顯
榮
に
登
り
、
不
遇
よ
り
運
勢
が
開
け
榮
逹
す
る
話
で
あ
る

點
は
閒
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
こ
で
、
先
ほ
ど
檢
討
し
た
立
身
出
世
を
扱
う
作
品
群
か
ら
、
主
人
公
の
立
身

出
世
を

く
、『
事
略
』、「
追
韓
信
」
劇
、「
王
粲
登
樓
」
劇
を
見
る
と
、
三
作
品

の
主
人
公
は
、
貧
賤
よ
り
將
軍
へ
と
登
り
つ
め
て
お
り
、
身
分
の
變
化
は
、
澤

田
氏
の
定
義
に
當
て
は
ま
る
。
次
に
、
運
勢
で
あ
る
が
、「
追
韓
信
」
劇
に
「
天

交
我
不
發
跡
直
等
到
老
（
天
は
私
を
發
跡
さ
せ
ず
、
年
老
い
る
ま
で
ひ
た
す
ら
待
た
せ

る
）」、『
事
略
』
に
「
未
逢
時
運
且
蹉
跎
（
ま
だ
時
運
が
巡
り
來
ず
、
時
を
無
駄
に
す

點
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
韓
信
、
岳
飛
、
張
飛
は
い
ず
れ
も
武
人
で
あ
り
、
武
人
の

立
身
出
世
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
人
で
あ
る
王

粲
が
武
人
の
長
た
る
大
元
帥
と
な
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う（
（（
（

。

そ
し
て
、『
事
略
』
も
貧
賤
よ
り
將
軍
へ
と
登
り
詰
め
る
武
人
の
出
世
譚
で
あ

り
、
立
身
出
世
を
扱
う
元
代
の
作
品
群
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

六
、
ま
と
め

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た

仁
貴
故
事
は
、

仁

貴
の
立
志
傳
を
下
旉
き
に
作
ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
、『
志
傳
』、『
兩
朝
』
の
よ

う
に
、
立
志
傳
を
そ
の
一

に
含
む
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
作
品
は
程
度
の
差
は
あ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
の
要
素
を
持
つ
。
だ
が
、
こ
れ
ら
作
品

の
中
で

仁
貴
の
立
身
出
世
譚
に

寫
の
重
點
が
置
か
れ
る
作
品
は
、『
事
略
』、

「
飛
刀
對
箭
」
劇
、『
白
袍
記
』
の
三
作
の
み
で
あ
る
。
こ
の
三
作
で
は
、

仁
貴

は
立
身
出
世
に
對
し
積
極
的
に

か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
他
の
作
品
で
は
、
立
志

傳
に
取
材
し
な
が
ら
、
立
身
出
世
と
は

な
る
內
容
に
重
點
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
に
伴
い

仁
貴
の
出
世
欲
は
控⃝
え
め
に

か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

歷
史
故
事
を
題
材
と
し
た
雜
劇
及
び
平
話
は
、
作
品
ご
と
に
程
度
の
差
は
あ
る

も
の
の
、
立
身
出
世
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
元
代
で
は
歷
史
故
事
で
出
世

譚
が

行
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、『
事
略
』
も
こ
の
作
品
群
の
一
つ
で

あ
ろ
う
と
の
見
方
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
本
論
第
一

で
『
事
略
』
の
成
立
に

複
數
の
說
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
元
代
に
立
身
出
世
を
扱
う
作
品
群
が
存
在

し
、『
事
略
』
が
そ
の
一
つ
な
ら
ば
、『
事
略
』
の
成
立
は
元
代
で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
る
。

最
後
に
、
立
身
出
世
を
扱
う
元
代
の
作
品
群
に
つ
い
て
、
一
つ
の
假
說
を
示
す

こ
と
で
、
本
論
の
結
び
に
代
え
た
い
。



元
代
に
於
け
る
立
身
出
世
を

く
作
品
群
に
つ
い
て

一
二
五

ご
し
）」
と
あ
り
、
不
遇
を
天
や
運
と
結
び
つ
け
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
事
略
』
は
、
本
論
第
三

で
も
例
示
し
た
、

仁
貴
が
天
に
祈
る
と
雨
が
降
り

危
機
を
脫
す
る
場
面
が
、
天
運
を
持
つ
と
讀
め
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が

仁
貴
の
天
運
に
よ
る
と
作
中
で
朙
言
さ
れ
て
お
ら
ず
、
斷
言
は
で
き
な
い
。

以
上
よ
り
、
立
身
出
世
を
扱
う
元
代
の
作
品
群
は
、
貧
賤
よ
り
高
貴
顯
榮
へ
と

登
り
詰
め
る
點
で
は
發
跡
變
泰
と
同
じ
で
あ
る
。
天
運
に
つ
い
て
は
、
主
人
公
が

運
勢
に
よ
り
榮
逹
を
果
た
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、

遇
と
天
、
運
を
結
び

つ
け
る
考
え
は
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
立
身
出
世
を
扱
う
元
代
の
作
品

群
は
、
發
跡
變
泰
に
近
い
、
恐
ら
く
は
發
跡
變
泰
の
後
繼
に
あ
た
る
作
品
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
事
略
』
は
、
他
の
平
話
作
品
と
比
べ
虛
構
の
比
率
が
多
く
、

雄
傳

奇
の
先
驅
的
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
硏
究
の
中
で
紹
介
し
た
。

こ
の
他
に
も
、『
事
略
』
の

仁
貴
個
人
に
焦
點
を
あ
て
た

き
方
や
、
楊
家

將
、
岳
家
將
と
い
っ
た

雄
傳
奇
を
形
成
す
る
作
品
が
、

民
族
と
の
戰
い
を

く
こ
と
か
ら
も
、『
事
略
』
は

雄
傳
奇
の
先
驅
的
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

『
事
略
』
を
は
じ
め
と
す
る
立
身
出
世
を
扱
う
元
代
の
作
品
が
、
發
跡
變
泰
に

近
い
性
格
を
持
ち
、
同
時
に
『
事
略
』
が

雄
傳
奇
の
先
驅
的
作
品
で
あ
る
な
ら

ば
、『

仁
貴
征
遼
事
略
』
は
、
あ
る
い
は
發
跡
變
泰
が

雄
傳
奇
へ
と
移
行
す

る
中
閒
に
位
置
す
る
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

㊟
（
１
）　
『
永
樂
大
典
』（
中

書
局
、
一
九
六
〇
年
）

（
２
）　
「
平
話
」
は
歌
の
要
素
を
含
ま
な
い
語
り
物
、
も
し
く
は
、
そ
れ
に
基
づ
く
小
說

の
こ
と
で
、
趙

里
氏
の
い
う
「
評
話
」
と
は
、「
平
話
」
の
朙
代
以
降
に
多
く
用

い
ら
れ
た
表
記
で
あ
る
。

（
３
）　

趙

里
『

仁
貴
征
遼
事
略
』「
後
記
」（
上
海
古
典
文
學
出
版
社
、
一
九
五
七

年
）、
譚
正
璧
「『

仁
貴
征
遼
事
略
』」（『
古
本
稀
見
小
說
匯
考
』、
浙
江
文

出

版
社
、
一
九
八
四
年
十
一
⺼
所

）、
程
毅
中
「『

仁
貴
征
遼
事
略
』」（『
宋
元
小

說
硏
究
』、
江

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
所

）、
羅
筱
玉
「
宋
元
閒
講
史
話

本―

『

仁
貴
征
遼
事
略
』」（『
宋
元
講
史
話
本
硏
究
』、
中
國
社
會
科
學
出
版
社

所
、
二
〇
一
〇
年
五
⺼
所

）、
橋
本
堯
「「

仁
貴
」―

新
し
い
物
語
タ
イ
プ
の

誕
生
」（『
和
光
大
學
人
文
學

紀
要
』
二
一
、一
九
八
六
年
所

）、
高
橋
文
治
「
元

刊
本
『

仁
貴
衣
錦
還
鄕
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
方
學
』
第
七
十
六
輯
、
一
九
八
八

年
所

）、
大
塚
秀
高
「
小
說
と
物
語
（
續
）―

物
語
の
構
造
と
變
貌―

」（『
中

國
古
典
小
說
硏
究
動
態
』
第
四
號
、
一
九
九
一
年
所

）、
千
田
大
介
「

仁
貴
故
事

變
遷
考
」（『
中
國
文
學
硏
究
』
第
十
七
朞
、
一
九
九
一
年
所

）、
竹
內
眞
彥
「
呂
布

と

仁
貴―

雄
の
祖
型―

」（『
未
朙
』
一
七
號
、
一
九
九
九
年
三
⺼
所

）。

（
４
）　

版
本
に
關
す
る
先
行
硏
究
は
、
陳
汝
衡
『
宋
代
說
書
史
』（
上
海
文

出
版
社
所
、

一
九
七
九
年
所

）、
胡
士
瑩
「『

仁
貴
征
遼
事
略
』」（『
話
本
小
說
槪
論
』、
中

書
局
、
一
九
八
〇
年
所

）。
趙

里
、
譚
正
璧
、
高
橋
文
治
、
程
毅
中
諸
氏
の
硏

究
は
、
㊟（
３
）歬
揭
論
文
を
參
照
。

（
５
）　

程
毅
中
氏
㊟（
３
）歬
揭
書
。

（
６
）　

元
刊
本
は
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
第
四
集
所

の
影
印
を
、『
元
曲
選
』
本
は
、『
續

修
四
庫
全
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
所

影
印
本
使
用
。

（
７
）　

金
文
京
「
元
刊
雜
劇
三
十
種
」（『
未
名
』
三
號
、
一
九
八
三
年
所

）
及
び
、

『
元
刊
雜
劇
の
硏
究―

三
奪

・
氣

布
・
西
蜀

・
單
刀
會
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
七
年
）
の
小
松
謙
「
解
說
」
に
よ
る
。

（
８
）　

臧
懋
循
が
改
編
を
加
え
た
こ
と
は
、
朙
末
當
時
か
ら
孟
稱
舜
ら
の
指

が
あ
る
。

吉
川
幸
次
郞
『
元
雜
劇
硏
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
八
年
）、
小
松
謙
『
中
國
古
典

戲
曲
硏
究
』（
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
で
實
證
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）　

高
橋
文
治
氏
㊟（
３
）歬
揭
論
文
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
二
六

年
）

（
25
）　

笠
井
直
美
「〈
わ
れ
わ
れ
〉
の

界―

岳
飛
故
事
の
通
俗
文

の
言
說
に
お
け

る
國
家
と
民
族
」（『
言
語
文
化
論
集
』（
第
二
十
三
卷
第
二
號
、
二
〇
〇
二
年　

及

び
第
二
十
四
卷
第
二
號
、
二
〇
〇
三
年
）

（
26
）　

平
話
や
雜
劇
が
上
演
さ
れ
た
瓦
市
の
運
營
に
は
軍
が
大
き
く
關
わ
り
、
そ
の
聽
衆

に
軍
人
が
い
た
と
さ
れ
る
。
軍
隊
と

能
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
金
文
京
「「
戲
」

考―

中
國
に
お
け
る

能
と
軍
隊
」（『
未
名
』
第
八
號
、
一
九
八
九
年
）
に
詳

し
い
。
ま
た
、
小
松
謙
「
詞
話
系
小
說
考―

『
殘
唐
五
代
氏
演
義
傳
』
を
絲
口
に

―

」（『
東
方
學
』
第
九
十
五
輯
、
一
九
九
八
年
）
は
詞
話
系
小
說
群
の
共
通
點
の

一
つ
と
し
て
史
書
を
顧
慮
し
な
い
歷
史
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

し
、
さ
ら
に
、
そ

の
軍
隊
と
武
人
、

人
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
ら
を
主
な
擔
い
手
と
す
る

能
を
文
字
化
し

た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
述
べ
る
。

（
27
）　
『
都
城
紀
勝
』
は
『
宋
史
㊮
料

編
』（
文
海
出
版
、
一
九
八
一
年
）
所

影
印
本

を
、『

粱
錄
』
は
『
知
不
足
齋
叢
書
』（
中

書
局
、
二
〇
〇
四
）
所

影
印
本
使

用
。

（
28
）　

澤
田
瑞
穗
「
發
跡
變
泰
」（『
宋
朙
淸
小
說
叢
考
』、
硏
文
出
版
、
一
九
八
二
年
）。

（
10
）　
『
古
本
戲
曲
集
成
』
第
四
集
（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
）
所

影
印
本
使
用
。

（
11
）　

傅
惜

『
元
代
雜
劇
全
目
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
及
び

一
拂
『
古
典

戲
曲
存
目
彙
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
を
參
照
。

（
12
）　

小
松
謙
氏
㊟（
８
）歬
揭
書
「
朙
本
の
性
格
」、「『
脉

館
抄
古
今
雜
劇
』
考
」。

（
13
）　

こ
の
曲
は
、
典
故
の
利
用
、
押

な
ど
の
制
約
が
あ
り
、
登
場
人
物
の
心
情
を
直

述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
作
品
內
容
の
把
握
の
た
め
に
あ
え
て
用
い
て
い
る
。

（
14
）　
『
古
本
戲
曲
集
成
』
第
四
集
所

影
印
本
使
用
。

（
15
）　
『
朙
成
化
說
唱
詞
話
叢
刊
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
用
い
た
。

（
16
）　

千
田
大
介
氏
は
㊟（
３
）歬
揭
論
文
に
て
、
內
容
の
差

か
ら

仁
貴
作
品
を
三
系

に
分
け
、『

仁
貴
跨
海
征
遼
故
事
』
は
三
系

を
繫
ぐ
位
置
に
あ
る
と
す
る
。

（
17
）　
『
中
國
戲
曲
硏
究
㊮
料
』
第
一
集
（
天
一
出
版
社
）
影
印
本
使
用
。

（
18
）　

卷
頭
目
錄
は
九
十
節
だ
が
、
實
際
は
八
卷
八
十
九
節
。

（
19
）　
『
古
本
小
說
叢
刊
』
第
四
輯
（
中

書
局
、
一
九
八
七
年
）
所

の
影
印
本
を
用

い
た
。
諸
本
の
差

に
つ
い
て
は
、
孫
楷
第
「
新
刊
參
采
史
鑑
唐
書
志
傳
通
俗
演
義

八
卷
九
十
節
」『
日
本
東
京
所
見
小
說
書
目
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
五
八
年
五

⺼
所

）
及
び
譚
正
璧
氏
㊟（
３
）歬
揭
書
「
唐
書
志
傳
通
俗
演
義
」
項
參
照
。

（
20
）　

但
し
、
八
十
九
回
が
二
つ
あ
り
、
實
質
は
百
二
十
三
回
。
卷
十
二
の
目
錄
に
は

百
二
十
四
回
ま
で
あ
る
。

（
21
）　
『
古
本
小
說
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
所

影
印
本
使
用
。

（
22
）　

林
序
の
原
文
は
「
歬
歲
遇
寓
京
師
、
訪
㊒
此
作
、
求
而
閱
之
、
始
之
羅
氏
原
本
。

因
於
假
日
偏
閱
隋
唐
之
書
所
載

君
、
名
將
、
忠
臣
、
義
士
、
㊒
關
於
風
化
者
悉
編

爲
一
十
二
卷
、
名
曰
『
隋
唐
志
傳
通
俗
演
義
』。」。『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
は

『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
（
稿
本
）』（
齊
魯
書
社
、
一
九
九
六
年
）
を
用
い
た
。

（
23
）　

拙
論
「「
王
粲
登
樓
」
劇
演
變
考―

何
煌
氏
校
記
を
手
掛
か
り
と
し
て―

」

（『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
第
三
一
號
、
二
〇
一
〇
年
）

（
24
）　

田
仲
一
成
『
中
國
祭
祀
演
劇
硏
究
』（
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
、
一
九
八
一


